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出産・育児期の女性に向けたキャリア形成支援
で家事や育児は女性である自分の責任という意識が
強い。そのためキャリア形成においても家族に負担を
かけないことが前提条件になっている場合が少なくな
い。女性が主体的に人生をつくっていくために、こう
した意識を再検討する機会をキャリアセミナーの中に
設ける必要がある。
第二は、子育てに関するテーマのプログラム化であ
る。今回のセミナーでは子育てに関する情報提供はし
たが、子どもの成長や育児をテーマとする回は設けな
かった。しかしロールモデルに対する質問では、日々
の育児や子どもとの接し方など、育児に関する質問が
多く寄せられ、育児期の女性にとって働きながら子ど
もを育てる方法や見通しを具体的に持つことの必要性
を強く感じた。今後の課題として検討していきたい。
第三は、参加者同士のネットワークづくりの支援で
ある。セミナーが終了してもキャリア形成の試みは続
いていく。その際に参加者同士の支え合いは大きな力
になると思われる。壁にぶつかったときや自分に自信
がなくなったとき、素直に状況と気持ちを聞いてもら
える仲間がいることはそれを乗り越える助けになる。
また参加者同士の情報交換が有効に働くことも多い。
こうした点から、セミナーをとおしてネットワークが
できることは重要である。今回のセミナーではネット
ワークづくりの呼びかけはしたものの、それ以上の支
援はしなかった。参加者の自主性の発揮を期待したか
らであるが、今後は、フォローアップ講座の開催など
も含めより効果的な支援策を検討したい。
学習支援者としては、参加者それぞれがキャリア形
成のヒントやきっかけを見出してくれたことをセミ
ナーの複数の場面で感じることができた。参加者の感
想の中でもっとも印象的だったのは「働くママはかっ
こいいとか、専業主婦の方がすばらしいとか、そうい
う視点ではなく『自分が幸せなのはどんな状態か』を
考えてこれからのライフプランを考えることが大切」
という文章である。与えられた選択肢から選ぶのでは
なく、自分の判断を持って人生を歩んでいきたい。そ
のうえで、違った生き方を選んでいる人ともつながっ
ていきたい。出産・育児期の女性に向けたキャリア支
援セミナーが、女性がおとなとして成長しあう場とな
ることをめざしたいと考えている。
〈注〉
1）　財団法人女性学習財団は、男女共同参画社会の実
現を目指した女性の生涯学習と次世代育成支援を
目的とした社会教育団体で、情報誌『月刊　We 
learn』および学習資料の発行、学習機会の提供、
プログラム開発等を実施している。2006年から出
産・育児期の女性を対象とするキャリア形成セミ
ナーを港区立子ども家庭支援センターと協働で実
施し、本稿で扱うのは２年目の共催事業である。
ホームページ http://wwwsoc.nii.ac.jp/jawe2
2）　「自分のことを模索している。現在は育休中だが
このまま子育てを続けていいのか、そんな悩みを
持つ他の人の話も聞きたい」（30代）、「今まで気
がつかなかったような意見を聞いたりして、今後
の生き方の参考にしたい」（30代）など。
3）　定員の倍以上の申し込みがあったため抽選の結果
決定した。
4）　「キャリアの木」はキャリアカウンセラーの森山
貴代さん（i&iコミュニケーション・ラボ）が考案・
作成したシートである。森山さんの了承を得て使
用させていただいた。「わたしの支援者」「10年後
の未来日記」「アクションプラン」は筆者が考案・
作成した。
5）　その契機については拙稿を参照されたい。新井浩
子・福井庸子　2007「将来展望を具体化するキャ
リア形成支援の試み――ワークショップ『10年後
の “わたし” を考える』を事例として」『フィロ
ソフィア』第95号、112-99，早稲田大学哲学会
 （あらい・ひろこ　早稲田大学非常勤講師）
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①「キャリアの木」 　 ②「わたしの支援者」
 
③「10年後の未来日記」  　④「アクションプラン」
 
